研究発表　萩原朔太郎の〈センチメンタリズム〉における身体の意味を考える by カッポンチェッリ ルカ
英文要旨
Abstracts of Papers
 Published in1917,HagiwaraSakutaro’sTsuki ni Hoeru (Howlingat the
Moon) isgenerallydeemedthefirstsuccessfulworkincolloquialfreeverse
(kōgo jiyū shi)andtheverybeginningofJapanesemodernpoetry.
 Intheintervening100yearsTsuki ni hoeruhasbeenstudiedfromseveral
perspectives, covering topicssuchas therhythmofSakutarō’s freeverse
poems, the influenceofDostoevskyandNietzsche,aswellas therelation






as peculiar to Sakutarō’s poetry, through comparisonwith the former
romanticsentimentalismofYosanoAkikointheMeijiperiod.
 Then, Iwill focuson therepresentationof«body» inSakutaro’sworks,
throughtherecurringthemesof«guilt»,«disease»and«senseofalienation»,
pointingouttheconnectionbetweenbodyandsentimentalisminhispoetry.
 The finalaimofmypresentation is toofferupareflectiononhowthe
representationof thebody, that ispeculiar tohissentimentalism,conveys
Sakutarō’sperceptionofmodernityinJapanintheyearshewascomposing
thepoemsofTsuki ni Hoeru.
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＊討論要旨
　司会の中村ともえ氏は、詩人たちのセンチメンタリズムに対する立場の違いとは、個人的な考え方
の違いによるものなのか、それともある程度まとまりを持った芸術運動の一環として位置付けられる
のか、と質問した。発表者は、ひとつの運動を形成するまでには至らなかったが、朔太郎の詩に表れ
たセンチメンタリズムは、北原白秋や山村暮鳥、田中恭吉との交流を通して生まれたものである、と
回答した。また、本発表では朔太郎の独自性を強調したが、彼もまた前の世代の詩人たちから様々な
影響を受けていることは言うまでもない。たとえば、宗教的な題材は、北村透谷の時代から日本の詩
人が好んで取り上げており、朔太郎はそれをさらに発展させたのである、と述べた。
　中村氏はまた、センチメンタリズムと「祈り」や「罰」のモチーフとの関係について質問した。発表者は、
朔太郎のセンチメンタリズムの根底には他者からの疎外感があり、その苦しみが「祈り」や「罰」のモチー
フへ展開していく、と回答した。また、その疎外感は個人的なものというよりは社会的なものであり、
そこには当時の国家理念への抵抗を読み取ることができる、と述べた。
－ 17 －
　兪玉姫氏は、朔太郎が言うところのセンチメンタリズムと一般的なセンチメンタリズムの概念が大
きく異なることを指摘したうえで、朔太郎のようなセンチメンタリズムを実践した詩人が他にもいた
のか、と質問した。発表者は、センチメンタリズムにおいては伝統的に恋愛をテーマにした詩が多いが、
朔太郎はそこに斬新なイメージを取り入れた、と説明した。また、朔太郎のセンチメンタリズムは人
魚詩社の同人たちとの交流から生まれており、たとえば山村暮鳥の初期の作品には朔太郎との共通点
が多い、と回答した。
　早川友実子氏は、朔太郎が後の世代の詩人たちに与えた影響について質問した。発表者は、朔太郎
のセンチメンタリズムに対する立場は一貫したものではないため、後の世代との関係を明らかにする
ことは難しい、としながらも、今後は朔太郎以前の時代との関係だけでなく、朔太郎以後の時代も視
野に入れて検討していきたい、と回答した。
－ 18 －
